
1

2

3

(1)

(2)

(3)

(4)

4
なし

以上のことから、秋期の新梢において強制的な落葉があった場合、落葉痕からの感染は落葉からほぼ1日以
内であれば成立し、9月下旬～10月中旬までは感染確率が高いと考えられた．また、このような感染条件に対
して、各種無機銅剤の予防効果の持続期間は、4-12ボルドー液およびＩＣボルドー 412 30倍はおよそ15日間、
コサイドＤＦ 1,000倍はおよそ20日間と考えられた。

各種無機銅剤を2005年9月22日に散布し、その11、15及び20日後に摘葉直後の新梢に本病菌を噴霧接種した
ところ、コサイドＤＦ 1,000倍は20日後、4-12式ボルドー液及びＩＣボルドー412 30倍は15日後の接種まで、翌年
の発病摘葉痕率の防除価がおよそ70以上あり、防除効果が認められた。
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　 モモせん孔細菌病の春型枝病斑は前年秋期の感染により生じ、その時期の防除が重要であることが知られてい
る。感染経路には新梢の落葉により生じる落葉痕及び皮目からの感染が考えられる。そこで、秋期の新梢におい
て強制摘葉により生じる傷と感染との関係、また秋期に用いられる各種無機銅剤の強制摘葉条件下における防除
効果を検討した。

2005年9月22日から10月20日までに5回、摘葉直後の新梢に本病菌を噴霧接種したところ、翌年の発病摘葉痕
率はいずれも10％程度であった。

2004年9月29日に摘葉時期をかえて本病菌Xanthomonas campestris pv. pruni を新梢に噴霧接種したところ、
翌年の発病摘葉痕率は接種直前摘葉区が6.9％、接種1日前摘葉区が0.9％、接種4日前摘葉区および無摘葉
区が0％であった。
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